
川Ill=L■■一■川川川【+-■････■■■州川=l_一一｢川1=r】L■一一■｢【Tl‖lll-■■■■111川‖‖】+■■一■1‖=‖+■一･-■｢lllllllllし一-■■1111111111+■一■■1川=‖L■一一■｢川l‖【lL■■■■l‖=l】ゝ--■■■

8.理化学機器および放射線装置
PRECIS⊆SCIENTIFICINSTRU仙ENTS AND

RADIANT_RAY APPARATUS
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日立理化学機器の昭和39年度における成果は,前年度の3割以上

の増産達成,特に輸出く･こおいて着実な実績をあげた｡また応用面と

しては,有機化学,生化学方面からの需要が大きく期待される慣向

にあり,この方面の応用開発に重点を注ぐよう努力した｡

電子装置においては,中央研究所におこナる500kV超高圧電麒の

試作,高性能電顕による2.04Åの全格子面の世界最高分解能写真の

撮影,新形Htト11Bを完成しアメリカ竜顔学会へ展示,新形質量

分析計RMU-6D のアメリカ,博こ州への輸出実現などの成果をあ

げた｡

放射線測定器では,放射化分析装置など放射線エネルギー分析に

不可欠の日立独自の400チャンネルを完成した｡これは,将来放射

線関係のみならずあらゆる理化学機器の表示方式ディジタル化への

基礎となってくるものと思われる｡.

光学装置では,139形分光光度計の各種付属装置の完成iこよる需

要の増大,遠赤外自記分光光度計,ならびに新形EPS-3形紫外近赤

外自記分光光度計の完成,昭和39年9月に行なわれた日本における

"国際分光学会”に一手ゴ･:ナる新製品展示が大きな反響を呼んだ｡また,

パーキンエルマー社との技術提携による125形赤外自記分光光度計

の完成とともに遠赤外自記分光光度計,紫外近赤外線自記分光光度

計EPS-3形も順調な伸びを示したで

分析装置では,パーキンエルマー杜との技術提携こよる新

贅圭品F-6形昇温ガスクロマトグラフの完成,改良形アミノ酸

分析計KLA-3,その他新規の付属装置を数多く開発したっ

医療用放射線装置は断層撮影装置を大きく改良して新形式

とし,中･小病院および開業医向けの新しい300mA形装置

を開発した｡また敵人柄対策の一環として;ノ線治療用大容量

回転コバノント照射装置二わよび国走コバノント照射装置を開発し

た｡医用電子棟器としては従来の心電計を胎児心電計として

使用し得る付加装置としての前置増幅器を完成した｡工業吊

放射線装置は原子力発電用燃料要素撮影用Ⅹ線装置およびフ′

線照射用大容量コバルト照射装置を開発し,時代の要求する

先駆装置として完成した｡
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第2図 電子願徴鏡シネカメラ

の内部

8.1電 子 装 置

電子顕微鏡はHU-11A形に加えて電子レンズ系の冷却方式,操

作上の諸点などが改良されたHU-11B形を発売,また,新しい付

属装置の開発,改良が意欲的に行なわれ,多用性が増大した｡

質量分析計では二重収れん用セクタを完成し,分解能の向上,原

子量の精密測定が可能となり,各種付属品の開発とともに,輸出の

増大の基礎となった｡

ⅩMAは新形スキンニソグ装置を完成し,多種の情報の得られる

ⅩMAの方式を確立した二

高分解能核磁気共鳴装置H-60形ほ永久磁石方式による高安定

性,化学者用としての特長から,国内需要が増大し,輸出を開始す

るに至った｡

400チャンネ′しノミルス7ナライザは,その広い応周が期待されて

いる｡

8.1.1500kV電子顕微鏡

金属薄膜の透過観察用をおもな目的として,操作が容易で,かつ

解像度その他の性能の高い500kV電子顕微鏡を開発した｡加速管

ほ10段で,同じく10段のコッククPフト形高圧発生部ととも己･こ高

穣

蕃睾

第3図 磁区観察装置本件

旺ガスタンクに封入されている｡写像レンズは4段で焦点距離5.5

111mの対物レンズ,中間レンズおよぴ2段の投射レンズから構成さ

れる｡全長ほ4mで,直接倍率100,000倍,20Åの分解能をもち

約600～700Åの微小視野の電子回折による同定も可能である‥

8.】.2 電子顕微鏡シネカメラ

本装置は,電子顕徽鎧被検試料に加熱,引張りなどの連続変化を

与えた場合に,刻々変化する試料像を,映画用16mmフイルムに直

接連続撮影するもので,真空内において普通の撮影法との交互併用

も可能である｡直接電子線による露出を行なっているため像の解像

度が間接撮影に比し良好である｡壬最影速度は毎秒0.5,1,2,4こまの

4段変速で,つまみによる簡単な切換方式を採用している｡また振

動防止i･こは特に,注意を払っているため高い分解能を得ることがで

きる｡

8.1.3 磁区観察装置

本装置は強磁性薄膜の資料に電子線を照射すると,試料の内部磁

場によ妄)電子線が曲げられ磁へき部に明暗のコントラストを生じる

ことにより磁区を観察するものである｡試料iこ適当な磁場をかけ磁
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第4図 全方向傾斜加熱装置

ダ芦､

第5図 改良された低速電子銃

区構造の変化および最高800℃加熱による磁区構造の変化など,回

折試料室に取り付けるため倍率は1,500倍程度であるが,試料の乞

い範囲を観察することができる｡また同一試料で磁区構造と結晶横

道(高分解能電子回折)の観察もでき,シネカメラと併用して連続変

化を観察できるなどすぐれた特長をもっている｡

8.l.4 全方位傾斜加熱装置

本装置はさきに完成したHK-2A形全方位傾斜装置に,800℃ま

で加熱できる炉を取り入れ,精度の高いことおよびモータと足踏ス

イッチによる簡易操作の利点ほそのまま生かしたものである｡

すなわち,試料を加熱しながら,光軸に対して回転せず,任意の

方位に±10度の範囲で傾斜できる装置で,結晶学,特に金属学方面

では,加熱状態で試料への電子線の入射方向を変化することにより,

より広い物性論的研究が可能になる｡加熱炉は小さく,ヒータの消

費電力(800℃で約8W)が小きいために,温度の安定化が早く,

加熱による他への悪影響は非常に少なくなっている｡また試料汚染

防止装置が共用でき,長時間の安定した観察が可能である｡

8.1.5 低速電子銃の改良

電気的な絶縁物や半導体などは,電子線の照査によって試料表面

こ過剰に帯電し,その影響で不正確な電顕優しか得られない｡した

がって,こjlら試料の正確な像を得るためには,試料表面に低速変

の電子流を照射して表面電荷を取除く低速電子銃が必要である｡

本装置はガラスステムを用いた電子しゃへい筒付きコイル状フィ

ラメソトを採用することによって従来のヘアピン状フィラメソて､の

壇寿命を改善するとともに電子銃がきわめて小形化さ九,しかも上

下方向に角度の調整が可能となi)効率よく試料に電子流を照射する

ことができる｡また固定直流加速電圧,直流加熱方式を採用するこ

とここより操作が簡単になり,しかも像障害の問題が解決され反射電

子顕微鏡および電子回折の両方に使用することができる｡

8.1.d 500kVコック･クロフト電源装置

本装置ほ超高圧電子麒徴鏡の電源として,500kVを発生できるよ

う設計したものである｡

最近,電子顕微鏡に対する使用者の要求性能も向上し,特に金罵

‾て

第6図 500kVコック･クロフト電源装置

第7珂 二 重 収
一子1ん
形 質 量 分 析 計

よごしつ就崇にこま高電圧が必要となってきた亡.

ヰ装置:ま,二のような要求ここたえる装置の電源として開発した

もつで,ニの種の高電監電源装置としてこま､国際水準を抜く小形で

コン/ミクトな装置であるっ

電子顕微鏡では,特こ安注した高電圧が必要であることから,本

装置でこ三,整流回路こ対称形コック･ブロフト方式を使用,駆動電

源としてこま,リノプノン電圧をできるだけ小さくするために高周波電

源を用いた⊂ あわせて､出力電圧こ変動があった場合に,これを高

蛮抗によi)検出し,駆動電源にフィード･ノミックできるようにして,

非常に安定蜜の高い,高電圧が得らjtるよう考慮した｡

高圧回路の主絶縁ここま絶縁ガス,フンオン′12を使用し装置の軽量

化をごまかった｡

臥1.7 二重収れん形質呈分析計

従来は,磁場による方向収jtんだけのR九1U-6D単収れん形質量

分析計を製作していたが,今回分解能,感度を上ilごるためiこ,電場

部をアタッチメントとして取付け速度収れんをつけ加えることによ

り世界でも初とちてのタイプの二重収れん形質量分析計を完成した｡

ニ九によって従来の分解能ルⅠ/■`+入42,000であったのを,一躍M/

+MlO,000以上にまで高めることこ成功し,原子量の精密測定,有

磯構造解析などの応開分野が,さらににまった｡

弟7図は左から,有機分析唱全ガラス製試料加熱導入部,電場部,

電源ノミネルである丁

8.1.8 表面電離形イオンソース

本装置は,質量分析計用付属装置とLて開発されたものである｡

串に従来の試料導入装置でさま分析できない7ルカリ金属,アルカリ

土金属の分析を行なうた上･う･′つもので,トリプルフィラメソト方式を

上り外部から回転力式こ二って容易に試料交換を行なうことができ

る:試料は酸化物あるいは,ノ､ロゲン化物(たとえば,ルビジウム

､三塩化ノンビジウ⊥)乃水溶液にして試料フィラメントに塗布加熱し,
3示のうちの巽中のフィラメン∴こ衝突させて,直ちにイオン化す

るものである_

第8図こエ,そJ}琶鳳 排気系と上方にこま回転式の表面電離形イオ
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第8図 表面電阿仁形イオン

ソ
ー

ス

第9図 ⅩMA用ス

キヤソニング氷炭

ンソースを示すワ ニJ=こよって金城のr･日付二体分析の分野にも,lけ

質量分析iil一を手畔に妃て用できるようになった｢

8.1.9 X仙A用スキャンニング装置

微小部Ⅹ線分析装掛こよって,Ⅹ線を分光L,物質の非破壊定性,

定量分析を行なうほか,試料面上での電J′一線の二次止走如こより種

々の情報を得る方式がクローズアップされている｡この電-f･線走‾在

により試料面の二次ノ亡l仰百槻をブラウン管[二に拡人傑として現わす

ものは,Ⅹ線像,試料吸収電‾r一像,反射′竜了･像であるが,乍担】,回路

方式を全面的に改良した新しいスキャンニング装置を完成した｡木

装醗ではⅩ線像は分うと器台数にブラウン管本数を合わせ観察系を増

減でき,分析装置本体にそれぞれの検出皆詩な装前することにより;ン〔

料に流人した唱‾r･によるものおよび試料から反射した電了･による二

次元像を得ることができる(これらはラ亡嘉の種類および試料面の凹

凸により電--f･収量が界なることを利用し,ブラウン管__卜でコントラ

ストして表ホするものである｡また,従来残光性ブラウン管上の像

をフィルタを使用して斑景子していたが,今回非残光性ブラウソ管を

1個装備し,それぞれの像を切換え表示し,解像力を向上させた｡

また像鰍掛こほ,従来の35mmカメラ倣影に加え,ポラロイドカ

メラ投与譲与も可能とした｡

8.1.10 高分解能核磁気共鳴装置用プロトン･スピン･デカップラ

H-60形高分解能核磁左も共鳴装掛よ,有機物質の仲㍍昌決定などに

広く川いられているが,特に挺雑なスペクトラムの解明にほ,スピ

ンデカップラを用いるのが原附加こすぐjtた方法である｡従来測定

が困難であったが,この榔朗読引法によるデカップラによさ′)測定は

きわめて容如こなった｡デカヅプルを与える高周波およぴその威さ

は什患に変えらカL,直読も叫能であるっ

8.1.11RÅH-403形400チャンネル波高分析装置

乍トランジスタによるきj)ガ)て′+＼形高性能の-7′しチチャンネ′し波

高分析巷引-■±仁を`ノ亡成した〔本矧的よ‥;d低額量(21t～-1),チャンネ′し数

400の小形磁心マトリックスと独l亡1なl_･---柑別称必こより入プJい11路ユニ

ットから分帆iさ山荘‥テ拙=ノのすべてのユニットを糾ム合わせた多【1

的なディジタル分析語注で,尿量26kg,大きさ282mnl(高さ)×453

mm(桁)×430mm(奥手バ,椚脚E力も60Wで,艮時間`女定牲,波

高分析の伝線精度ほ0.25%/8h心よび1チャンネル以卜というす(く､､

れた性古巨を桔一)ている｡また,.一言加工拙作にふける加減は,もとより

Ⅰ言山荘量の倍数乗除,記憶グループの分割と比較未′Jミ,アナログの対
数およぴディジタルの積界読長日-1しなど柴二1･;ぎな拙作が特長になって

いる｡

本装匠は,原子核,原十炉およびRIの研究や放射化分析の応用

び 放 射 線 装 置 65

第10rきく】H-60形高分解能核磁

気共鳴装置用プロトン･スピ

ン･テカップラ

第11図 RAH-403形で分析したNa22のγ線

エネルギースペクトル

に二如ナる放射線の迅速な分析のほか,最近Ⅹ線スペクトル分帆
メ

スバウワースペクト′レ分析をはじめ,磁気共鳴の微量分析などに応

川さJL,ますますその用途が拡大している〔

8.2 光 学 装 置

139形分光光電光度計ほ,11附l+39年度も引続いて多数を輸出し,

また匝仙にも販売した｡この139形光度計ほ各種付属装置の取F)付

けによって応用範囲の広いことを特長としており,前年度に引続い

て,さらに12種棋の付属装置を完成した｡

l′ほ分光光度計は,すでに十数年製作しているが,この経験によ

f)改良を加えたEPS-3形を完成した｡

赤外分光光度計はEPトS2形を発売して好評を博しているが,昭

和39年ほ,パーキンエルマー社より高性能グレーテング分光器付

きの125形赤外分光光度計を導入し製作を開始した｡また,FIS-1

形およびFIS-21形の遠赤外分光光度計も完成し,それぞれ化学分

析および物性研究に大きな‡く献をしている｡

8.2.1139形分光光電光度計

139形分光光電光度計には,次のような改良が子iなわれた｡

(1)試料室を一足温度(0～40℃)に維持できるようにした∩

(2)フ′レスケール1mVから150mVの記録計朗妾続できるよ

うにした二｡

また付属装経では,従米の8種掛こ加え,新たに次の装置を舟成

した∩

流油セル付属装i芹

fり形ミクロセル什成装モ托

透光度記録装置

原/▲岐光付属装F托

発光什ス或装置

蛍光全量測定帥助装田

濁度付属装群

測度全量測定補助装置

三色係数計算器

蛍光反射付属装F在

中紙泳動付属装置

･1日猟セ′し付属装同

臥2.2 EPS-3形自記分光光度計

EPS-▼2U形をモデルチェンジしたEPS--3形自記分光光度計を開

発した｡改良の要点は(1)波長リニア表示とした｡(2)吸光度表

示の種類を多くした｡(3)試料基を大きくした｡(4)測定操作を単

純にした｡などであって,EPS-2U形の数百台の納入実績を基にユ

ーザーの意見を大幅に取り入れたものである｡またこれに用いる什
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第12開 通光度記鉦装置付き139形分光光電光度i言1

箪萄専 鍵争癖;

第13図 EPS-3形日記分光光度計

立 評

(恥叛

第16囲 熱分解装茫壬

第14図125形回折格子赤外分光光比計

属装抑)うち,分光蛍光付店装拒もG-2形からG-3刀引こ変如した､.

この結果,従来普及している専用一語芹の分光蛍光付属装置に近い分

仰割安を実現することができた｡

8･2･3125形回折格子赤タト分光光度計

本装置は,大形の回折格r2放と,KBr前置プリズムをもつ高分

僻能赤外分光光度計で,1､25/∠の波長範閃をきわめて高い披長精

度と高分解能で測定できる｡

二女定した再現性と高い透過率精度によって高性能スペクトル分析

ができ,分子の振動回転スペクトルや,同位元素の微細構造を明確

に分離する｡本装掛こよって高根な応用,基礎研究ほもちろん,日

常の定量,矧生分析にも応高の性能を発揮できる｡

本装置のおもな件能は分解能0.3cm‾1/2,500cm‾1,披精度レ/5,000

Cm‾1,透過率精度±0.5%,再現性0.3%であり,操作は全口動で簡

触となっている｡

8.3 分離分析装置

ガスクロマトグラフでは,F6形が国王ノ+たた一つの信扱おける卯

弘けスグロとして,またKGL-2B も,この種の装群の〃モ定版とし

て受子i三が伸びているっ昭和139f｢度ほ,さらに性能向上を図り,附貴

形水素イオン化検知札 熱分解装荷,F6用熱伝導検出器などの付

属装荷を完成し,ゴーレイカラムも合計14種を整備した｡

アミノ酸分析計でほ,KLA-2形を改良し,分取装揖を内戚叶能と

したKLA-3形をン岩城,叫l勺市場をリードするとともに,スイスへ

見本ハ‾lT-出荷,輸出面も旦折半さjLている｡分析用超遠心機でほ集中拙

作と尉両低減を実施したUCA-1A形をプ己成した｡,

分離分析装置も,性能の良さが認められ,海外への輸出が多くな

り今後の需要も期待される｡

8.3.1 ガスタロマトグラフ

(1)補銭形J(素炎イオン化検出こそ詩

別品分析の際,カラム温度が上昇するにつjt吸収剤の蒸発量が

しだいに増加し,これを検札クロマトグラムの基線が上昇する

卑ユ毅がある｡補償形水素炎イオン化検出許詩は,カラムを2本並列

=‾三′ゝ
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第15図125Jl紬J折格子赤外分光光度計による

NH3ガスの測定例

にJて‾】い,二/つのバ(某炎を設く･ナ,たがいのイ]-ン昆の

差を検出,カラム剤蒸発を補供したものである｡

ニれをJ机､れば,高札Hこおける高感度分析が吋能

である｡

(2)熱分解ガスクロマトグラフ

も洪 水装掛ま試料を熱分解し,分鰍1城物を由接ガ

スクロマトカラムにおくり,得らj′tるクロマトグ

ラムより.試料の分析を行なう装位である｡

i拭料(約1mg)ほ仁1金ポートにとF),電気舟i(設

溝批度約1,000℃まで)によって加熱された石英管

中にそう入して熱分解される｡中間セルカ式を採

川Lているので試料そう入校作中もキャリアカ■､スを止める必要な

く連続測定が可能であるr.熱分解の再上馴牲がよく,ポリスチレン

で約4%である｡ガスクコのノ[己用範州を非押発性物汽にまで拡大

するものであり,また芥稚材料の熱捌ヒ機梢の解析にも有効な装

経である｡

8.3.2 KLÅ-3形アミノ酸分析計

本装粁は,従来のKLA-2形アミノ酸分析計に比し,撰作上の機

能的な設計に市点をおき,数多くの改良対策が施された｡さきに開

発された7ミノ酸分取調整装示苛もLP-3形として改良され,付属品

一式が,本体l勺に装着できるようになった〔アミノ酸分析計の性能

を支配する定量ホンプは流量∩†変の新形ポンプを採川し,記録計も

チャート幅280mmの人形こテ己録計に変挺するなど,件能的にも,よ

りいっそうの向卜がみられるようになったり

8.3.3 U⊂A-1A形超遠心機分析装置

従来のUCA一･1形に対し,顧客の意見を収り入jt挫作術似,駐中

挫作に重点をおき大幅な設計変更を行なったものである｡また付属

装㌍としてさきに製品イヒLた紫外吸収=記装粒UV-1形をUV-B

形として本装F軌こ簡便に甜書聖できるようにくふうが施されている｡

臥3.4 55P形分離用超遠心棟

木橙ほメl立高lロl転数55,000rpm,損人遠心加速姪223,000×gの性

能をもつ分離柑超過心機であるへ

本棟ほ

(1)ロータの[‾蝿ミ･いの札度測走_fゴよび糊御ができること｡

(2)頼閉形の冷凍サイクルを使用していること｡

(3)3段階のブレーキ速度を選ぶことができること(〕

などの特長をもっているほか,特別什届l-∫lI-として加熱装孤 高貞竺#

装綻をとりつけることができるっ

8.4 医療用機器ならびに放射線装置

成人柄対策としての肖部珠Ljl検診装置の詰要はますます増大し,

これとともにラジオアイソトープを用いた掛療用7一線照射装掛も

大容量の線源をもつことが要求されるようになってきた｡日部集団
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検診Ⅹ線矧肘ま数年Iii†他社に先がけてこれを凧発し,その後実用に

適合するための改良を行ないすでに敵#のご満足を得ている｡した

がって39年度は大密造のr線照射滋妄揮の閃充を重′(丈とし,3,000キ

ュ〉りの回転照射装‾躍TC-300RA形および1,000キューリの州

憩照射装符TC-100SA形を閃光した｡+

従来の油圧式断侶払拭クⅩ練矧/(亡D-LⅢ_形を大きく改良し,取扱

満の放射線防護を完乍にし,･その収扱ノJ法を乍ゼ別にするとともに使

J朋剛1=1の拡大を図り,‾li柑‖潔作･遠隔雌作を子J`ない㍗‾圭るものにし,

小さい振れ杓駿の矧立なlニート卜して外什用とLても十分適合するもの

とした附･離甜手袋許D-Ⅰノ5形を`1三城した(=,また′卜帖l抗および開渠

粍l｢小こ適した粥什巾榔〝う小さい3()()1rlA純X線矧祥DR---93H形イし′

糊ブ巨したL-.

また1岨付その･下射乍が叫ばれている仰什石了･械■.ケ;･吉の紙椰汗叶柵葺1器‡

として川途の広い乍トランジスケ附‖州r′叩川南㍑:托亡完収した-

8.4.1300mÅ級診断用高電圧装置DR･93H

近年Ⅹ維応電托装柑ま舶[;吉子条件の.一設定肘乍15ご取引ヒするすう勢に

あるが小柄院,榊業際向けⅩ線高福L仁装i7く壬もその例外ではなく,そ

のすう勢に対処する装‾i轄が要求さJtている｡;この要求に応じるた〟)

に,ここに小柄院湘業医向け300mA根Ⅹ線生望揮を完成した｡

この装置は訂〔来の同根矧掛こ対し次のような特長をもっている｡

(1)管電圧･mAsをそれぞれ何説できるようR官主った計語注iこよ

りⅩ練放射‾l‾恥こその値を絡んとることができる野花正統ホ･mAs

娘二

犠
第
2
0
図300mA細論晰用

制御装置
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前示方式の採用,管電流の押ボタン選択方式の採用により各種の

図表を用いることなく簡r汁に撮影条件を設定することができる｡

特に管電圧は透視管電圧･堀彩管電圧を同じ調性掛こより子fなう

ため,従来の同級装掛こ対し,操作が簡易化された｡

(2)従来の同級装置の卓了う捗の形状を-立形に改めることiこよr)

据え付け床面積が小さくすることができ,比較的小さい操作ヰ三内

に設拝することができる｡

(3)服影用ハンドスイッチが付属しているため,医師が別宅に

待避してリーダー粘約鞍することができるので医師の股上舶泉障`-j勅

けこば完全に行なわれる｡

8.4.2 D-L5形断層撮影X線装置

従来のD--LⅢ形断層舶買手Ⅹ線装掛こ対してlうf川副丑作･遠隔授作

を可能とする性能向【二をl朴-,た満根矧得で,おもな特艮とその卜人けf

ほ次のと二㌻ゴi)である｡

(1)戯断面の高さ,間隔,弘之L抑主僻は詩話子?の前何でf馴乍され,

舶矧よ遠隔傑作制御試料こよってFt軸制御され,完乍にⅩ線臥言喧を

した別1主にこおいて連続似ょじが子fなわれる｡′

自動制御方式の抹用心こより,はじめに戯断面の調幣とカセッテ

(フイルム取わく)の装着をするだけで,大陸判や川ツ切判フイ′レ

ムの4分割駄旨を壬を役立汐凧押ボタンを裸j返し操作‾うーるだけで行なう

ことができる｡

(2)撮影振れ角度は従米の20～70度を5～60度にして外科的

分野での使用を有利にした｡

外科的な分野での断固は′卜さい振れ角度(7～16度)が良いとさ

れており,その要望をみたした｡

(3)同時多矧仰向払ほきができる｡

リスホルムの入換えと多田カセソテl占l定わくの使用により多州

税影が簡榊こ行なえる｡〕

(4)大′Tj判フイルムの肘を言旨ができるノ｢(D-LⅢ形は四ツ切

判以下)

大形ブッキープレンデの便f-1+に亡1こF),火f｢J判の舶買うがで

きる｡

8.4.3 医用低社音前置増幅器

医用増巾跳芹ほ,小形化,高信椒化などの見地から,乍トラ

鮪

節21同 D-L5形晰屑拐景子Ⅹ線斗引鞋
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第23図 医療用固定形照射装置

TC-100SA

上土

第24凶 医境川回転照射装置

TC-300RA

ンジスタ化することが最近のすう勢になっているが,38年度におい

てダイオード変調方式を採用してわが国最初の全トランジスタ心電

計EK-1Aを完成した｡その後,さらlこ増幅器の性能の一層の向上

に努め,新たに可変容量変調方式を採用して,高入力インピーダ

ンス,低雑音のすぐれた件能を有する医用前程増幅器を開発するこ

とができた｡

本装置のおもな特長は次のと,rゞ【)である亡.

(1) 入力インピーダンス5Mn.‾■ij一変鱒量変調ブイ式にした場f‡,

原理的には数百M∫1の高入力インピーダンスも可能であるが,

使蛸側の要求,作りやすさなどを考慮して5Mエ‾1とした｡

(2)入力換軌大掴;雑音2什V'p_P以下 安調回路を共振形にして,

餐換効率の向上を凶イ,た純米.人‾ノJ換凱勺榔維新よ,川減数イ紬茸

0.1･､100c/sにおいて2ノ⊥レ′Jr′･1リ､卜にな-)ている､､

(3)乾電池で駆動できるため,従火の日ソた管式のものに比べて

電源回路がきわめて簡単になっており収扱いやすい｡

以上のとおり本装置は従来の其?詫管式増幅器の性台巨を優にりょう

がしており,微小入力に対する前置増幅器として標準心穏計または

オシログラフと結合して,Iムい分野の計測に使J‾11できる｡

8.4.4 医療用固定形照射装置

従来,RI60Coを用いた放射線深部冶瞭装得では,600キュリーが

最も普通であったが,近年,治療技術の進歩と,がん,悪性障瘍な

どに対する医療の普及徹氏とともに,大字手量の線源を用いて,能率

的な治療を行なうことのできる装岸の要求が大きくなってきた｡

今般,開発された日立医療用画定形郎射装置TC-100SAほRI60Co

･1,000キュリーを収納し照射容器の漏れ線量率は,ICRP勧告に基

づき,線折から1mの距離で毎時2nlr以卜という非常に低い他に

なっている｡この値は現国r勺法視の規定する値の1/4以‾卜であり.

取扱い時の被曝はきわめて少なぐ女全性が高い｡

さらに,この装置は,フ･一線の放出口に低速,高速二段のシャッタ

を設けてあり,高速シャッタによって,秒単位の照射制御が=J能で

あり,r線撮影も容易にしかも確実に行なうことができる｡

装置ほ支柱部とヨークに支持された阜附則容器を主体にしており,

電動によって上‾F動,左イi回転が可能で,さらに,手動によって前

後回転ができる｡上下動の範州が床面より80cmから200cmまで

あり,患者を治療台に横臥させたまま1mのr線搬影ができる利ノさえ

をもっている｡また,接触防止装乱 行電時日勅格納機構などのノ左

全装置が完備しており,取り扱いも非常に安全である｡

8.4.5 医療用回転照射装置

がんに対する放射線治療用の照射装F酌ま,最近,ますます大帝量

化して,治療技術の進歩とともに,能率的,効果的な操作を要求さ

評 論 第47巻 窮1号

れてきているが,ここに紹介する医療用l叫転照射装置TC-300RA

は,この要求を十分満足し得る,崩新の棟能と高度の応用性をもつ

装置である｡

同装置はRI60Co･3,000キュリーを収納して,格納時の漏れ線量

率はICRP勧告に基づき,線源より1mの距戯で毎時2皿r以‾卜と

いう非常に少ない量におさえらjtている｡また,照射容器の中心軸

を水竹こ移動するスライドシリンダに線瀕を装着した線源移動式照

射を採用しているので,照射野絞F)装置を容器｢ノづに収容することが

できたため,照射野ほ線源より65cmの距離で最大25×25cm2ま

で得ることができたL｡この絞り装置ほタングステン合金を用いた多

段球血絞りで,線仰の直径に応じて絞り什の傾きを調整することが

でき,半L玖よきわめて少ない｡さらに絞り片と連動する半影除去わ

くを付加することもできる｡緑源はエアシリンダで駆動するため,

照射線量の鰍舶ミ[三確であるのみならず,秒単位の照射を要する7･

線搬最知こも偵利である｡装置全体は小形であり線源一回転中心問距

離が65cmで130r/minの大線量を照射することができる｡治療台

ほ装置と組み合わされて,線束を中心として回転し,さらに支柱を中

心とした回転も可能である｡装置ほ,制御盤から,固定(多門)接線,

往復振了･,全回転照射などの術式を遠隔操作で行なうことができる｡

また,接触防山装置,作電時自動格納機構,術者保護スイッチなと

の宅乍装f告が完備しているのが大きな特長である｡.

8.5 工業用放射線装置

J占‡丁力発屯が時代の脚光を音てiび偉大な進歩を遂げつつある現状に

おいて,その燃料要素を収納する容器の腐食その他の‾]1二故を早期に

発見し,的場H斗物托によかう染を晰卜することばきわめて墳安であ

るし:こ･ル焚火に応ずるものとして,ホット･トーブ内において燃料

噴泉の饗形-㌻Jよびその溶掛乃腐食そぴ)他叫脚Jこノ㌔こど‾ろご過f掛こ判超す

るた〟)ノ‾)人解坑Ⅹ線非破壊検変装挺を完成したL､なおこのⅩ線装郎

には′ご1モ遠隔校作力式を採用し,1一ク〉に放別‾練防誰を施された拙作

壬ポこ･机､て-一一切の操作を什ない,ホット･ケーブl勺にある燃料要素

およびその容控旨を般旨を壬することができる｡

放射線を利印して高分子化合物の化学変化を促進し,あるいほ各

種物質の分了一的統合を変化してその性質を変える方法などが研究･

開発されている｡このような目的に使用さjtる放射線線源ほ,作業

能率の向上のためきわめて大容量のものが要求される｡この要求に

適合するものとして.ケージ′形繰源を陸川した8,000キューリのコ

バルト60几綿卜装【賢を完成した｡この照射装置ほ装際の駆動部を完

全に放別‾線臥主壁を施した地‾卜卦こ設け,維源を照射羊に押上げる方

式としたものであり,j朋寸中に被加工物体を照射窒に搬入･搬出す

ることもできる遠隔操作式送り出し装置も備えている.｡

8.5.1大容量工学用ガンマ線照射装置

わが国におエする瞑了･力利朋の一環としてのRIの工業的利用に対

する研究ほ世界的水準にあるが,このほど,放射線工学を主とした

原了づJ研究所高崎研究所に,60co･8,000キュリーを収容した大容量

7･線照射装置を納入した｡本装置は放射線工学研究を主目的とする

もので,きわめて簡単な操作で,安全に取り扱うことができ,しか

も均一で,確実な照射を反復することができる｡

照射方式は線源押上形で,線源収紗≠手器は床の1j-1に据え付けられ,

線源およびシャッタの駆動部を地‾‾F呈引こ設けているので,保寸点検

が容易で,安全な運転を確保できるようになっている｡

線源は(iOCo･スラグ形根源8,000キュリーをペンシル･ケース20

本に入れて,平均径140mmのケージ状に組んだもので,自己吸収

が少なく,熱放散が良好である｡また線掠を交換する必要のある場

合は,上部からマニピュレータによって容易に取外しができるなど

の特長をもっている｡線源はステンレス製の支持棒に同定され,独
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特の駆動横柄により,一つのモータでシャッタと線源の運動を磯械

的に連系しているので,戯作が確実である｡線源およびシャッタを

棟械的に定位得でfi維させ,その節撃を動力仏重機偶の小に糾入込

まれた緩衝装置で吸収する力式をとF),位剛)†畑土性を保証すると

ともに,万一の事故による過負荷運転を防I卜している｡操作ほ,グ

ラフ･パネルによって全速陥自動楳作を行なうので誤操作がなく,

線源の位モ程を偶に確認できる｡

この装掛こ付属して,粋拘仲でも試料の出し入れができる遠隔柁

r一三式L抑l一送り装粁も何時に納入さJ′し,‾f獅卸(仲川J一片馴亡旨としでノ加丈さ

オtたり

8.5.2 原子力発電用核燃料要素非破壊検査装置

本装冊よホット･ケーブルこ二机､て高批鵬巨をヰ｢才一る原j′▲ノJ充屯

川燃什変如〕Ⅹ紺ゾヂ蛸最影をテナなう特殊1二美川Ⅹ線装い㌣ご,燃料蝶

如〕非破壊検す=∴亡び射け,､い法那㌫左･Ⅹ線リノイしに〔仁り7伯うヰ)〟〕

であるし〕

本装荷の勾キ長ほ,

(1)燃料要素全体の配列 捌‡】,前端部の変形および寸法測定

をおのおの別個のⅩ線管様によって申独または同時に鵬影を行な

う三管球式払いi碓ミを採汗iしたので,燃料要素の非破壊検育はもち

和橋川

○ くっ

諾す

l†

燃柑な長上すノバ馴∨】

カセ/十准搬樅川
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諭各部の寸法測定がフイ′レム上で精度良くしかも能率恥･こ行なわ

れる｡

(2)燃料要素Fl体から発生する高放射能によるフイルムのカプ

リを極力少なくするため,短時間大線量によるⅩ根粒影が必要で

ある｡そのため従来の3倍の速度で陽極が回転をする大容量回転

陽極Ⅹ練管を開発して,150kVpx300mAxIsの以影を可能と

した｡

(3)フイ′しム送り込克械構および装着機構は燃料要素の放射能

からしゃへいされた隅造となっており,Ⅹ練l掛榊寺の一九I′l動的に

肘馴与〕霜rHする速ノゾ舶E三拝機鵬を備えている｡･

(4)燃料要素を11三しく所定の弧喜子紋付こi戸■トこために独特の支持

機隅を帆こ,二と叫馴′Fはすべてホ､ソト･ケーーブリ〕外か[-､)退陣甜州;

さ山る‥

(5)矧Jr【たばノこ乍なi･り染防【l二鵬造とな一,でrゴり,二と叫糾ソ､ミ検(ニ土

中ット･ケーブ外に引出して容払に行なj)jt′る｡

(6)ホット･ケ】ブ内の他棟器との接触軌L,装躍のTiリを操作,

放射能の満えいなどに対し十分な安全装‾程を完備している｡

本装躍はわが同で初めて拳法作されたもので,11木原子ブJ研究所東

海研究所に納入されている｡
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